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■「地上デジタルテレビ放送の
教育活用促進事業」モデル事業
―成果発表会―開催
平成17年４月から、（財）日

本視聴覚教育協会、（財）日本
放送教育協会、（財）民間放送
教育協会、（財）松下教育研究
財団の４団体が連携してデジタ
ル放送教育活用促進協議会を設
立し、文部科学省の委託を受け、
全国の小・中・高等学校、放送
局、教育委員会からなる地域コ
ンソーシアムに対し、モデル事
業の推進について支援を行って
きた。この事業は３か年計画で
進められており、平成17年度
は札幌市、千葉県船橋市、東京
都港区・三鷹市、静岡市、富山
県、兵庫県の６地域全20校に、
受信設備を複数台導入し、実践
研究に取り組むこととなった。
その成果発表会を開催する。平

成18年末までに全国展開され
る「地上デジタルテレビ放送」
を活用した教育に関心を持たれ
る方の参加を募っている。
〈開催日時〉
平成18年３月３日（金）
14：45～17：30
〈開催会場〉
東京ファッションタウンビル東
館9階906研修室（東京都江東
区有明3-21-1）
〈各モデル事業の実践研究テーマ〉
○「札幌市デジタル放送教育活
用促進協議会」サーバー型放送
による学校放送番組の活用、お
よび、インターネットを組み合
わせた地域間交流
○「千葉県船橋市CDT研究協議
会」地上デジタルテレビ放送を
活用した効果的な授業活用
○「東京地区地上デジタル放送
教育活用促進協議会」サーバ型
放送による学校放送番組の活用、
および、インターネットを組み

合わせた地域間交流
○「静岡市デジタル放送教育活
用促進協議会」地上デジタルテ
レビ放送の活用による「知的喜
び」を実感させる授業研究
○「富山地域デジタルテレビ教
育利用研究協議会」地上デジタ
ルテレビ放送を利用した動画コ
ンテンツの教育利用に関する実
践研究
○「兵庫県デジタル放送教育活
用促進協議会」学校教育におけ
る地上デジタルテレビ放送の特
徴を活用した効果的な授業展開
に関する実践研究
〈参加申し込み〉
後日、下記ホームページにて受
付予定
〈問い合わせ先〉
デジタル放送教育活用促進協議
会　〒105-0001 東京都港区虎
ノ門1-17-1 （財）日本視聴覚教
育協会内
TEL 03-3591-2186
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http://www.chidigi.jp/
＊当日は、（財）コンピュータ
教育開発センター主催による
「平成17年度Ｅスクエア・エボ
リューション」が同時開催され
る。
■第14回「上月情報教育振興
助成」募集
（財）上月スポーツ・教育財
団では、実践的な研究で、情報
教育との関係や、目的、計画が
明確で、２年間の助成期間に成
果が期待できるものを対象に、
助成対象者を募集する。
〈対象となる研究領域〉
教育関係者の情報活用能力の向
上を図るとともに、わが国の情
報教育の発展に資することを目
的としている。具体的には、各
教科における情報教育を目的と
した教育実践、「総合的な学習
の時間」における情報教育の実
践、中学校の「情報とコンピュ
ータ」、高等学校の「情報」の

内容に対応した実践など、下記
の領域が対象となる。
①「情報活用の実践力」の育成
を目標にした実践
②「情報の科学的な理解」の育
成を目標にした実践
③「情報社会に参画する態度」
の育成を目標にした実践
④情報教育に役立つシステムや
カリキュラム、コンテンツの開発
⑤教員の情報教育指導力向上の
ためのカリキュラム開発や研修
の実践
〈期待される研究内容〉
①著作権や肖像権、個人情報保
護、情報モラルなどを指導する
際のカリキュラムや教育実践
②創造力または論理力形成を目
的とした情報教育実践…ユニー
クな発想をともない、かつ論理
力、計算的アルゴリズム構成力の
育成をねらいとした授業実践等
〈応募締め切り〉
平成17年12月15日（木）

〈提出書類〉
研究助成申請書・推薦書（無で
も可）
〈助成金〉
①大グループの場合：70～150
万円　②小グループ：30～70
万円　③奨励助成：10万円
〈資料請求・問い合わせ先〉
（財）上月スポーツ・教育財団
〒107-0061 東京都港区北青山
1-2-7
TEL 03-5414-2811
URL：http://www.kozuki.or.jp/

■平成17年度成果発表会
（CEC）開催
（財）コンピュータ教育開発
センターでは、「教育・学習へ
のＩＴ活用教育シンポジウム成
果発表会」を開催する。
〈開催日程〉
平成18年３月３日（金）～４
日（土）
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東映株式会社教育映像部では、
徳島県・徳島県同和対策推進会
の委託を受け、現在、社会の大
きな関心事となっている、階層
社会と差別をテーマに人権啓発
映画『見えないライン』（16ミ
リ・55分）を制作、このほど完
成した。
同映画は、管理職のリストラ
や派遣・契約・パートなど有期雇
用を生んでいる企業社会の現実
にメスを入れている。被雇用者
側の既存の価値観にしがみつく
呪縛や、それを逆手にとって人
権を侵害し、差別を生む雇用者

や企業社会の構
造を紐解いてい
く。また、このこ
とによって家族
や社会のあり方
にどのような影
響を及ぼすのか、
さらに、よりよき
未来に何が求め
られているのか
を問題提起する。
○作品概要

ドラマとドキュメンタリー構
成による56分作品。16ミリフ
ィルム版・ビデオ版。
○ドキュメンタリー部分

コメンテーターに斎藤貴男、
山田昌弘、宮台真司、柳下公
一など各界の論客が出演。財
界、派遣・契約労働者・教
師・高校生・市民の声など、
多数収録。

○ドラマ部分出演者

主演・三田村邦彦／共演・東
てる美、桂亜佐美、寺泉憲、
石丸謙二郎、原田大二郎、モ
ロ師岡

〈価格〉

16ミリ 252,000円
ビデオ 84,000円
〈問い合わせ先〉

東映（株）教育映像部
TEL 03-3535-3631

東映　同和問題啓発映画
「見えないライン」完成

研究会情報
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〈開催会場〉
東京ファッションタウンビル
（東京都江東区有明3-21-1）
〈内容〉
○基調講演：「教育情報化―こ
れまでとこれから―」（仮題）
坂元濶氏（教育情報化推進協議
会会長）
○分科会
①「Open School Platform」プ
ロジェクト発表：オープンソー
スソフトウェアをベースとする
ＩＴプラットフォーム環境を整
備し、教育現場のＩＴ環境のマ
ルチプラットフォーム化を促進
させるべく、実証実験とその成
果の普及を図ることをねらいと
したプロジェクトである。
②調査研究発表：学校情報セキ
ュリティ、情報モラル等
○パネルディスカッション：
「教育情報化の20年―新たなス
タートを迎えて―」（仮題）
コーディネーター・赤堀侃司氏
（東京工業大学教授）
〈問い合わせ先〉
（財）コンピュータ教育開発セ
ンター　〒108-0072東京都港
区白金1-27-6 白金高輪ステー
ションビル3階
TEL 03-5423-5914
URL：http://www.cec.or.jp/CEC/
＊当日は、デジタル放送教育活
用促進協議会主催による「地上
デジタルテレビ放送の教育活用
促進事業」モデル事業―成果発
表会―」が同時開催される。

■「第47回科学技術映像祭」
参加作品募集
（財）日本科学技術振興財団、
（財）日本科学映像協会、（社）
映像文化製作者連盟、（財）つ
くば科学万博記念財団の主催に
よる標記映像祭において、優れ
た科学技術に関する映像作品を

選奨し、科学技術への関心を喚
起し、その普及と向上を図るこ
とを目的に参加作品を募集する。
参加部門は「科学教育」、「基
礎研究」、「科学技術」、「医学」、
「ポピュラーサイエンス」、「イ
ンタラクティブ特別」の６部門。
参加資格は日本所在の製作者、
企画者（スポンサー）、テレビ
局、学術研究機関、および個人
が製作した作品で、平成17年
２月１日～平成18年１月31日
までに完成または放映したもの
であること。応募締め切りは平
成18年１月31日（火）まで。
３月中旬に最優秀作品（内閣
総理大臣賞）１本、優秀作品
（文部科学大臣賞）14本以内を
発表する。
参加要綱等の詳細は下記まで
問い合わせのこと。
〈問い合わせ先〉
（社）映像文化製作者連盟「科
学技術映像祭」係　〒105-
0001 東京都港区虎ノ門1-17-1
視聴覚ビル
TEL 03-3501-0236
URL：http://ppd.jsf.or.jp/filmfest/

■平成17年度「宮城県自作視
聴覚教材コンクール」参加作品
募集
宮城県教育委員会、仙台市教
育委員会、宮城県視聴覚教育連
絡協議会では、広く個人・グル
ープの視聴覚教材の自主制作活
動を奨励し、日頃の学習活動の
成果を発表する機会を提供する
とともに、社会教育・学校教育
の場での利用と活用を推進し、
視聴覚教育の振興を図ることを
趣旨とし、自作作品を募集する。
入賞作品は、（財）日本視聴

覚教育協会が開催する平成18
年度全国自作視聴覚教材コンク
ールへ推薦される。

〈コンクール開催日時〉
平成18年２月18日（土）
９：45～
〈開催場所〉
宮城県図書館
仙台市泉区紫山1-1-1
〈募集部門〉
①学校教育録画部門、②学校教
育スライド・ＴＰ（紙芝居も含
む）部門、③社会教育スライ
ド・ＴＰ部門、④社会教育録画
部門、⑤コンピュータ学習ソフ
ト部門
〈出展条件〉
①学校教育および社会教育の学
習教材として制作したもの、②
BGM、効果音、写真複製等に
ついては、著作権をクリアした
ものを使用すること、③他のコ
ンクール等に未発表のもの、④
コンピュータ学習ソフト部門は
教材化をメインにしたもの　等
〈発表時間〉
１作品10～20分以内。ただし、
コンピュータ学習ソフト部門の
プレゼンテーションは10分以内
〈表彰〉
各部門ごとに、最優秀賞１点、
優秀賞２点
〈応募先・応募期限〉
各地区視聴覚（教材）センター、
各地区視聴覚教育協議会（＊各
地区ごとに地区審査や地区自作
教材コンクールがあり、提出締
切日が各々異なるので、各応募
先に確認のこと）

■（財）全日本社会教育連合会お
よび社会教育団体振興協議会は、
10月３日付にて事務所を移転
した。
〈新住所〉〒160-0012 東京都新
宿区南元町23番地　公立共済
四谷ビル3Ｆ
TEL 03-5368-7670
FAX 03-5368-7671

コンクール情報

各地の情報
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